
199

は
じ
め
に

　

近
世
大
名
で
あ
る
池
田
綱
政
（1638-1714 
備
前
岡
山
藩
池
田
家
二
代

目
藩
主
）と
浅
野
綱つ

な

晟あ
き
ら（1637-73 

安
芸
広
島
藩
浅
野
家
三
代
目
藩
主
）は
、

隣
国
と
い
う
地
理
的
条
件
の
近
さ
だ
け
で
は
な
く
、
似
た
よ
う
な
経
歴
を

も
有
し
て
い
る
。
下
段
の
《
表
1
》
略
年
譜
に
示
し
た
よ
う
に
、
家
格
や

出
生
年
も
近
く
、
浅
野
綱
晟
の
方
が
数
え
年
で
一
歳
年
長
で
あ
り
、
元
服
・

叙
位
や
家
督
相
続
が
行
わ
れ
た
年
も
共
通
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

二
人
は
、
和
歌
と
蹴
鞠
の
家
元 

飛
鳥
井
雅ま

さ

章あ
き
ら（1611-79 

従
一
位
権
大
納

言
）
に
師
事
し
て
お
り
、
と
も
に
歌
鞠
門
弟
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
史
書
・
記
録
類
だ
け
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

継
嗣
時
代
（
寛１

６
７
０文

十
年
前
後
）
の
池
田
綱
政
と
浅
野
綱
晟
の
二
人
が
、
書

状
や
和
歌
な
ど
を
通
し
て
密
に
交
流
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
や
、
飛

近
世
大
名
に
よ
る
和
歌
の
学
び
と
交
流

―
岡
山
藩･

池
田
綱
政
と
広
島
藩･

浅
野
綱
晟
―

福
　
留
　
瑞
　
美

　

《
表
１
》
略
年
譜

岡
山
藩
・
池
田 

綱
政
（1638-1714

）

広
島
藩
・
浅
野 

綱
晟
（1637-1673

）

1638

年1

月5

日
、
誕
生

（
父
：
備
前
岡
山
藩
主
池
田
光
政
）

1637

年4

月29

日
、
誕
生

（
父
：
安
芸
広
島
藩
主
浅
野
光
晟
）

1653

年12

月11

日
、元
服
し
偏
諱
を
賜
り
、

従
四
位
下
、
侍
従
、
伊
予
守

1653

年12

月11

日
、元
服
し
偏
諱
を
賜
り
、

従
四
位
下
、
弾
正
小
弼

1668

年12

月27

日
、
侍
従
、
弾
正
大
弼

1672

年6

月11

日
、
父
光
政
が
隠
居
し
、

35
歳
で
池
田
家
二
代
目
藩
主
と
な

る
。

1672

年4

月18

日
、
父
光
晟
が
隠
居
し
、

36
歳
で
浅
野
家
三
代
目
藩
主
と
な

る
。

1673

年1

月2

日
、
江
戸
桜
田
屋
敷
に
て

疱
瘡
に
よ
り
死
去
（
享
年
37
）

1682

年5

月22

日
、
父
光
政
死
去
（
享
年

74
）

1689
年
、
左
近
衛
少
将

1693

年4

月23

日
、
父
光
晟
死
去
（
享
年

77
）

1700

年
、
御
後
園
（
後
楽
園
）
造
営
完
成

1714

年10

月29
日
、
死
去
（
享
年
77
）

　

＊
網
掛
け
部
分
が
今
回
扱
う
年
代
（
寛
文
10
年
前
後
）
に
相
当
す
る
。
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鳥
井
雅
章
か
ら
い
か
に
和
歌
を
学
ん
で
い
た
の
か
と
い
う
そ
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
、
池
田
家
旧
蔵
の
浅
野
綱
晟
書
状
お
よ
び
詠
草
資
料

　

明
治
時
代
の
池
田
家
で
管
理
さ
れ
「
故
御
廟
御
宝
庫　

松
平
弾
正
大
弼

様
御
筆　

歌
六
枚　

附
属
御
書
翰
共
」
と
記
さ
れ
た
包
み
紙
で
ま
と
め
ら

れ
た
浅
野
綱
晟
筆
の
書
状
や
詠
草
類
が
、
林
原
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
藩
主
池
田
綱
政
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、
つ
ま
り
は

池
田
家
の
宝
物
と
し
て
管
理
さ
れ
て
き
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
内

訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

《
資
料
1
》
浅
野
綱
晟
年
始
書
状
（
寛
文
十
年
）
正
月
七
日
付 

池
田
綱
政

宛
【
書
跡267-2

。
折
状
一
通32.1

×44.0cm

】

《
資
料
2
》
浅
野
綱
晟
詠
草
二
十
首
【
書
跡267-3

。
折
状
一
枚28.2
×

40.8cm

。
冒
頭
「
詠
草
二
十
首　

綱
晟
上
」、
末
尾
「
寛
文
十

年
二
月
初
出
来
」、
秋
冬
題･

｢

海
路｣

｢

祝｣

】

《
資
料
3
》
浅
野
綱
晟
書
状
（
寛
文
十
年
）
十
一
月
廿
四
日
付 

池
田
綱
政

宛
【
書
跡267-1

。
折
状
一
通31.7

×45.2cm

】

《
資
料
4
》
浅
野
綱
晟
詠
草
五
十
三
首
【
書
跡267-5

。
巻
状
一
枚･

縦

15.9cm

。
冒
頭
「
雅
章
卿
合
点
并
添
削｣

、
裏
端
書
「
松
平
弾

正
大
弼
殿
詠
歌
手
跡
」、
四
季
題･

恋
題･

雑･

名
所
】

《
資
料
5
》
浅
野
綱
晟
詠
草
十
四
首
【
書
跡267-4

。
巻
状
一
枚15.5

×

87.4cm

。冒
頭「
雅
章
卿
合
点
并
添
削
之
愚
詠
」、月
題･

句
題
。】

《
資
料
6
》
浅
野
綱
晟
詠
草
断
簡
春
題
三
首
【
書
跡267-6

。
切
一
枚16.1

×17.7cm

。
歌
題
「
早
春
霞･

早
春
鴬･

早
春
梅
」】

　

こ
れ
ら
は
、
浅
野
綱
晟
が
池
田
綱
政
へ
書
き
贈
っ
た
書
状
や
詠
草
で
あ

り
、
二
人
が
親
密
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
第
一
次
資
料
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
《
資
料
1
》
～
《
資
料
3
》
に
つ
い
て
は
翻
刻
を
次
頁

に
掲
載
し
た
。

　

ま
ず
、
浅
野
綱
晟
年
始
書
状
（
資
料
1
）
に
は
「
正
月
七
日
」
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、年
の
記
載
は
な
い
。し
か
し
、《
資
料
1
》⑰「
学
び
え
ぬ
」（
歳

暮
）
の
和
歌
が
、
寛
文
十
年
二
月
初
め
に
出
来
上
が
っ
た
浅
野
綱
晟
詠
草

二
十
首
（
資
料
2
）
の
和
歌
⑱
と
共
通
す
る
こ
と
や
、
そ
の
書
状
内
容
か

ら
も
、
寛
文
十
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
寛
文
十
年
一

月
は
両
者
と
も
に
在
国
中
で
あ
り
、《
資
料
1
》
は
広
島
か
ら
岡
山
へ
届

け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
主
な
要
旨
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

⑴
池
田
綱
政
か
ら
届
け
ら
れ
た
年
始
書
状
へ
の
御
礼
（
①
～
②
、
㉖
～

㉗
行
目
）
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翻
刻
：
浅
野
綱
晟
年
始
書
状
《
資
料
１
》

［
上
段
］

　
　
　
　

㉖ 

尚
々
、
早
々
御
飛
札

　
　
　
　

㉗ 

忝
存
候
。
御
詠
歌
も
候
ハ
ヽ

　
　
　
　

㉘ 
承
度
存
候
。
以
上
。

　

① 

新
春
之
為
御
慶
一
昨
日
者

　

② 

早
々
御
飛
札
忝
存
候
。
先
以

　

③ 

江
戸
御
静
謐

　

④ 

公
方
様
益
御
機
嫌
能
年
始
之

　

⑤ 

御
儀
式
相
済
可
申
と
恐
悦

　

⑥ 

御
同
然
奉
存
候
。
次
御
同
名

　

⑦ 

新
太
郎
殿
御
無
事
御
出
府

　

⑧ 

可
被
成
と
察
存
候
。
其
表

　

⑨ 

貴
様
御
堅
固
御
越
年

　

⑩ 

珍
重
存
候
。
立
春
并
歳
暮
之

　

⑪ 

御
佳
作
も
候
哉
と
承
度

　

⑫ 

存
候
。
愚
詠
御
な
く
さ
み
ニ

　

⑬ 

懸
御
目
候
。
つ
た
な
き
詞
な
か
ら

［
下
段
］

　

⑭ 

爰
元
ニ
ハ
見
せ
可
申
處
も

　

⑮ 

無
御
座
候
故
、
如
此
ニ
御
座
候
。

　

⑯ 　

立
春

　
　

 

山
の
は
も
遥
に
見
え
て
出
る
日
の

　
　

 

ひ
か
し
を
時
と
春
ハ
来
に
け
り

　

⑰ 　

歳
暮
に

　
　

 

学
ひ
え
ぬ
身
の
怠
を
思
ふ
に
も

　
　

 

な
こ
り
お
ほ
か
る
と
し
の
暮
哉

　

⑱ 

過
し
秋
冬
の
詠
歌
共
、
雅
章
卿
へ

　

⑲ 

可
遣
と
存
、
少
々
書
あ
つ
め
申
候
。

　

⑳ 

重
而
貴
様
迄
遣
し
可
申
候
。

　

㉑ 

被
遣
可
被
下
候
。
拙
者
儀
も

　

㉒ 

弥
無
異
ニ
令
出
国
候
。
延
引

　

㉓ 

な
か
ら
年
始
之
為
御
慶

　

㉔ 
御
飛
札
申
奉
候
。
尚
期
後

　

㉕ 
音
之
時
候
。
恐
惶
謹
言
。

　
　
　

 　
　
　
　

松
弾
正
大
弼 

　
　
　

正
月
七
日　

 

綱
晟
（
花
押
）       

　
　

松
伊
予
守
様                        

　
　
　
　
　
　
　

人
御
中
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翻
刻
：
浅
野
綱
晟
詠
草
二
十
首
《
資
料
２
》　　

  

合
点
・
添
削
（
一
部
を
除
き
）
は
朱
書
。
文
字
左
に
付
し
た　
　
は
見
せ
消
ち
記
号｢

ヒ｣

を
表
す
。

［
上
段
］ 

［
下
段
］

　
　
　
　

詠
草
二
十
首　
　
　
　

綱
晟
上  

　

⑪　
　
　

初
冬
時
雨 

　

①　
　
　

荻
風
告
秋 

　
　

＼
あた

え
わ
ひ
し

た
に
見
し
き
の
ふ
の
秋
の
さ
ひ
し
さ
を 

    

　
　

＼
ほ昨

日

今

日

に
ハ

出
す
ま
た
初
し
ほ
の
秋
の
色
を 

　
　
　

 

つ
き
て
ふ
り
ぬ
る
は
つ
時
雨
か
な   

　
　
　

 

風
に
み
たせ

せた

る
荻
の
ひ
と
む
ら 

　

⑫　
　
　

寒
芦 

    

　

②　
　
　

薄
似
袖 

　
　

＼
ふ
ゆ
か
れ
は
か
こ
ふ
た
よ
り
も
な
に
は
江
や          

　
　

＼
た
か
袖
と
む
か
し
の
秋
も
し
の
は
れ
て 

　
　
　

 

芦
間
のあ

ら
は
に

家
の
み
え
て
さ
ひ
し
き     

    

　
　
　

 

梅
か
香
な
ら
ぬ
お
は
な
に
そ
と
ふ 

　

⑬　
　
　

冬
月 

    

　

③　
　
　

稲
妻 

　
　

＼
あは

る
あ
き
の

は
れ
し
れ
花
も
紅
葉
も
ひ
と
さ
か
り 

    

　
　

＼
露
を
の
み
あ
た
な
る
名
に
は
た
て
し
と
や 

　
　
　

 

見
は
て
ゝ
の
こ
る
冬
の
夜
の
月     

　
　
　

 

こ
ほ
れ
ぬ
さ
き
に
や
と
る
い
な
つ
ま 

　

⑭　
　
　

雨
後
月　
秋
の
題
ニ
つ
ら
ゝ
如
何

　

④　
　
　

名
所
月 
　
　
　

雨
は
る
ゝ
の
き
の
つ
ら
ゝ
の
玉
す
た
れ

　
　

＼
松
風
もハ

ま
く
ら
に
た
か
く
す
み
の
江
の 
　
　
　

 

さ
し
入
月
に
そ
ふ
ひ
か
り
か
な     

　
　
　

 

き
し
う
つ
な
み
に
や
と
る
月
か
け 

　

⑮　
　
　

鷹
狩 

    

　

⑤　
　
　

山
家
月 

　
　

＼
日
を
か
へ
す
た山

の

す

そ

の

ゝ

も
と
も
あ
れ
な
か
り
衣 

    

　
　

＼
こ
と
し
け
き
世
の
ほ
か
に
し
て
松
の
か戸

との 

　
　
　

 

や
ま
も
と
く
ら
き
と
り
の
落
草     
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まさ

す
か
さ
し
い
る
月
も
し
つ
け
き

つ
わ
さ
な
れ
や
山
の
は
の
月 

　

⑯　
　
　

網
代 

    

　

⑥　
　
　

田
家
月 

　
　

＼
網
代
木
に
い
さ
よ
ふ
な
み
も
音氷

る
ら
し

た
か
く 

    

　
　

＼
賤
の
を
は
玉
の
臺

う
て
なも

こな
に
な
ら
す

ゝ
そ
と
や 

　
　
　

 

ひ
を
へ
て
寒
き
う
ち
の
川
風 

 

　
　
　

 

か
り
ほ
の
庵
に
月
を
み
る
ら
ん 

　

⑰　
　
　

竹
雪 

    

　

⑦　
　
　

雲
間
雁 

 　
　

＼
窓
ち
か
く
う
ち
な
ひ
く
竹
の
よ
の
ほ
と
に 

  
    

　
　

＼
夕
暗や

み
は
を
の
か
な
れ
こ
し
雲
路
を
も 

　
　
　

 

つ
も
る
か
ゆ
き
の
下
を
れ
の
声     

　
　
　

 

た
と
〳
〵
し
と
や
か
り
の
な
く
ら
ん 

　

⑱　
　
　

年
暮 

    

　

⑧　
　
　

聞
鹿 

　
　

＼
ま
な
ひ
え
ぬ
身
の
怠
を
お
も
ふ
に
も  

　
　

＼
月つ

れ
も
な
き

は
今
あ
り
明
か
た
の
山月

を
心
に
て

の
は
に 

　
　
　

 

な
こ
り
おや

は
な
き

ほ
か
る
と
し
の
く
れ
か
な     

　
　
　

 

こ
ゝ
ろ
を
く
た
く
や
さ
を
し
か
の
こ
ゑ 

　

⑲　
　
　

海
路   

　

⑨　
　
　

虫 

　
　

＼
哀
ま
た
お
な
し
う
き
ね
の
友
な
れ
や  

　
　

＼
か
せ
ふ
け
は
た
え
ぬ
物
と
や
な
く
虫
の 

　
　
　

 

な
み
に
や
と
か
る
沖
の
つ
り
舟     

　
　
　

 

こ
ゑ
よ
り
を
つ
る
秋
の
ゆ
ふ
露 
　

⑳　
　
　

祝 

　

⑩　
　
　

終
日
翫
菊 

　
　

＼
も
ろ
こ
し
の
た
め
し
に
も
引ひ

け
あ
つ
さ
ゆ
み 

　
　

＼
朝か

に
ゝ
ほ
ふ
あ
さ
な
夕
つ
ゆ
み
に
し
め
て

風
を
袂
に
し
め
て
夕
露
の 

　
　
　

 
や
ま
と
の
国
の
お
さ
ま
れ
る
世
を   

　
　
　

 

む
す
ふ
も
あ
か
ぬ
白
菊
の
花 

　
　
　
　

 
寛
文
十
年
二
月
初
ニ
出
来 
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翻
刻
：
浅
野
綱
晟
書
状
《
資
料
３
》

［
上
段
］ 

［
下
段
］

　

 　
　
　

 
㊶ 
尚
々
、
思
召
歌
御
飛
札
忝 

　
　

㉑ 

内
合
点
之
分
書
付
、
懸
御
目
候
。 

 

　

 　
　
　

 

㊷ 
存
候
。
此
節
ハ
御
気
分
も
御
快
候
由 

　
　

㉒ 

添
削
何
も
尤
成
儀
と
存
候
。
其
元
より 

　

 　
　
　

 

㊸ 

目
出
度
存
候
。
御
詠
歌
共
弥
御
見
せ 

　
　

㉓ 

御
詠
被
遣
候
間
合
点
候
て
参
候
ハ
ヽ  

　

 　
　
　

 

㊹ 

被
成
可
被
下
候
。
先
日
遣
候
柿
ノ 

　
　

㉔ 

御
見
せ
可
被
成
由
忝
存
候
。
必
一
覧  

　

 　
　
　

 

㊺ 

風
味
御
心
ニ
か
な
ひ
、
御
痰
ニ
も
能
覚  

　
　

㉕ 

仕
度
存
候
。
雅
章
卿
今
程
ハ
憚
ニ
而  

　
　

① 

御
飛
札
拝
見
。
先
以
江
戸
御
静
謐 

　
　

㉖ 

可
有
之
と
思
召
候
旨
左
様
と
相
見
、  

 　
　

 　
　
　
　

㊻ 

候
間
、
追
而
可
被
仰
越
由 

　
　

㉗ 

愚
詠
も
早
々
合
点
候
て
給
候
。
其
頃
迄
ニ 

    

　
　

② 

公
方
様
益
御
機
嫌
能
被
為
成
御
座
候
旨 

　
　

㉘ 

有
紋
紫
革
之
事
申
遣
候
ヘ
ハ
免
状 

 

 　
　

 　
　
　
　

㊼ 

大
慶
存
候
。
重
而
是
より 

　
　

㉙ 

被
相
調
候
。
貴
様
七
月
比
より
御
足 

  

　
　

③ 

承
及
恐
悦
御
同
意
御
座
候
。
御
同
名 

　
　

㉚ 

痛
候
へ
は
蹴
鞠
御
懈
怠
候
へ
共
、 

 

　
　

 　
　

 

㊽ 

遣
し
可
申
候
。
此
辺
御
用
候
事
も 
　
　

㉛ 

春
か
け
て
御
養
生
之
た
め
に
も 

   

　
　

④ 

新
太
郞
殿
御
気
分
相
替
處 
　
　

㉜ 

折
々
御
興
行
可
被
成
由
尤
御
事
候
。  

　
　

 　
　

 

㊾ 

候
者
、
御
心
安
可
被
仰
聞
候
。
勿
論 

　
　

㉝ 
次
ニ
落
葉
之
愚
詠
可
有
之
と
思
召
候
由 

      

　
　

⑤ 

無
御
座
候
由
、
先
日
御
次
ニ
被
仰
聞 

　
　

㉞ 
一
両
首
書
付
申
候
。 

 
   

　
　

 　
　

 

㊿ 

此
方
より
其
通
と
存
、
罷
出
候
。
以
上
。 

　
　

㉟ 　
　

落
葉 
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⑥ 
一
段
之
御
事
存
候
。
其
元
寒
気
之 

　
　
　

 

色
こ
き
ハ
ま
つ
さ
き
た
ち
て
紅
葉
ゝ
の 

     

　
　

⑦ 
節
候
へ
共
、
夏
比
より
ハ
御
病
気
少
々 

　
　
　
　
　

も
ろ
き
や
人
の
老
を
し
る
ら
ん 

  

　
　

⑧ 

御
快
折
々
殺
生
ニ
も
御
出
被
成
候
也 

　
　

㊱ 　
　

風
前
落
葉  

 
 

　
　

⑨ 

珍
重
存
候
。
就
其
御
自
身
應
々 

　
　
　

 

さ
そ
ひ
行
風
よ
り
の
ち
の
梢
に
も 

　
　

⑩ 

鉄
炮
之
雁
并
あ
み
塩
辛
海
月 

　
　
　

 

哀
木
葉
の
た
え
て
残
れ
る       

　
　

⑪ 

被
懸
御
意
御
厚
志
之
至
忝 

　
　

㊲ 　
　

落
葉
如
雨  

 
 

　
　

⑫ 

存
候
。
則
可
致
賞
味
候
。
其
許 

　
　
　

 

た
え
や
ら
て
雨
よ
り
し
け
く
ふ
る
ま
ゝ
に 

   

　
　

⑬ 

例
年
より
暖
気
に
て
い
ま
た
雪
も 

　
　
　

 

庭
ハ
紅
葉
の
ふ
ち
と
な
り
ぬ
る 

  

　
　

⑭ 

降
不
申
候
間
、
春
ニ
成
候
ハ
ヽ
余
寒 

　
　

㊳ 

先
日
も
申
候
通
遠
の
き
一
入
不
成 

 

　
　

⑮ 

甚
敷
御
座
候
と
思
召
候
由
、
当
地
も 

　
　

㊴ 

候
へ
共
御
慰
と
存
、
御
目
ニ
か
け
候
。
思
召
歌
も
候
者  

　
　

⑯ 

先
日
雪
降
候
。
以
後
時
分
より 

　
　

㊵ 

被
仰
聞
可
被
下
候
。
恐
惶
謹
言
。 

 

　
　

⑰ 

長
閑
御
座
候
。
先
頃
御
次
ニ
今
度 

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
弾
正
大
弼        

　
　

⑱ 

雅
章
卿
へ
遣
候
愚
詠
御
覧
可 
　
　
　
　

 

十
一
月
廿
四
日　
　
　
　
　

綱
晟
（
花
押
） 

 

　
　

⑲ 

被
成
由
此
比
参
候
間
、
是
より 

　
　
　

 

松
伊
予
守
様 

 
 

  

　
　

⑳ 

遣
可
申
ヲ
幸
と
存
、
廿
首
遣
候
。 

　
　
　
　
　
　
　
　

人
御
中   
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⑵
池
田
綱
政
の
和
歌
（
立
春
并
歳
暮
）
を
請
い
求
め
る
こ
と
（
⑩
～
⑫
、

㉗
～
㉘
行
目
）

⑶
自
詠
歌
（
立
春
・
歳
暮
の
二
首
）
の
披
露
（
⑫
～
⑰
行
目
）

⑷
飛
鳥
井
雅
章
が
添
削
し
た
「
過
し
秋
冬
の
詠
歌
」（
昨
年
の
寛
文
九
年
に
秋
冬

題
で
詠
ん
だ
和
歌
ど
も

）

を
お
見
せ
す
る
と
い
う
約
束
（
⑱
～
⑳
行
目
）

　

こ
の
要
旨
⑷
に
該
当
す
る
箇
所
「
過
ぎ
し
秋
冬
の
詠
歌
共
、
雅
章
卿
へ

遣
は
す
べ
し
と
存
じ
、
少
々
書
き
あ
つ
め
申
し
候
。
重
ね
て
貴
様
ま
で
遣

は
し
申
す
べ
く
候
」（
⑱
～
⑳
行
目
）
と
あ
り
、
こ
の
「
過
ぎ
し
秋
冬
の

詠
歌
共
」
が
ど
の
程
度
の
歌
数
か
不
明
で
あ
る
が
、
浅
野
綱
晟
詠
草
二
十

首
（
資
料
2
）
の
前
身
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
い
で
浅
野
綱
晟
詠
草
二
十
首
（
資
料
2
）
は
、「
荻
風
告
秋
」
か
ら

「
年
暮
」
に
か
け
て
の
秋
冬
題
の　

首
と
「
海
路
」「
祝
」
題
か
ら
な
り
、

各
和
歌
に
付
さ
れ
た
合
点
や
添
削
（
一
部
を
除
き
）
が
朱
書
き
に
さ
れ
て

い
る
。
墨
書
き
と
朱
書
き
は
同
筆
と
思
わ
れ
、
飛
鳥
井
雅
章
の
真
蹟
（
第

二
章
《
資
料
7
》《
資
料
9
》《
図
版
1
》
な
ど
）
と
は
異
な
る
の
で
、
朱

書
き
部
分
も
浅
野
綱
晟
自
筆
と
見
て
良
い
。
つ
ま
り
《
資
料
2
》
は
、「
過

ぎ
し
秋
冬
の
詠
歌
共
」（《
資
料
1
》
⑱
行
目
）
が
飛
鳥
井
雅
章
か
ら
添
削

さ
れ
て
戻
っ
て
き
て
、
そ
の
添
削
内
容
を
池
田
綱
政
に
見
せ
る
た
め
新
た

に
書
写
し
て
添
削
を
朱
で
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る

18

「
寛
文
十
年
二
月
初
出
来
」
に
つ
い
て
は
、
飛
鳥
井
雅
章
へ
提
出
す
る
た

め
に
書
き
集
め
た
「
過
ぎ
し
秋
冬
の
詠
歌
共
」
の
完
成
日
か
、
ま
た
は
池

田
綱
政
へ
贈
る
た
め
添
削
を
書
き
入
れ
た
二
十
首
（
資
料
2
）
の
完
成
日

か
判
断
し
か
ね
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
池
田
綱
政
へ
届
け
ら
れ
た
の
は
二

月
初
め
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、編
年
で
あ
ま
れ
て
い
る
綱
政
自
筆
自
撰
家
集
『
愚
吟
草
』
に
は
、

年
始
書
状
（
資
料
1
）
と
詠
草
二
十
首
（
資
料
2
）
に
関
連
す
る
と
思
わ

れ
る
贈
答
歌
が
寛
文
十
年
春
の
並
び
に
所
収
さ
れ
て
い
る
（
第
四
章
《
資

料
11
》
参
照
）。

　

次
に
浅
野
綱
晟
書
状
（
資
料
3
）
は
、
年
始
書
状
（
資
料
1
）
と
同
様

に
年
の
記
載
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
寛
文
十
年
十
一
月
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
と
も
に
江
戸
に
い
た
頃
の
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
主
な
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
池
田
綱
政
の
病
気
快
復
へ
の
喜
び
（
⑥
～
⑨
、
㊷
～
㊸
行
目
）

⑵
飛
鳥
井
雅
章
添
削
の
「
廿
首
」
を
池
田
綱
政
に
お
目
に
か
け
る
こ
と

（
⑰
～
㉒
行
目
）

⑶
飛
鳥
井
雅
章
添
削
の
詠
歌
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
う
池
田
綱
政
の
約

束
に
感
謝
の
意
（
㉒
～
㉕
行
目
）

⑷
飛
鳥
井
雅
章
に
よ
る
愚
詠
添
削
お
よ
び
蹴
鞠
免
状
（
有
紋
紫
革
）
申
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請
の
こ
と
（
㉕
～
㉙
行
目
）

⑸
池
田
綱
政
の
足
痛
・
蹴
鞠
興
行
に
関
す
る
こ
と
（
㉙
～
㉜
行
目
）

⑹
池
田
綱
政
か
ら
請
い
求
め
れ
た
自
詠
歌
（｢

落
葉｣

題
の
三
首
）
の

披
露
（
㉝
～
㊴
行
目
）

⑺
池
田
綱
政
の
和
歌
を
請
い
求
め
る
こ
と
（
㊴
～
㊵
、
㊸
～
㊹
行
目
）

　

ま
ず
、
要
旨
⑵
に
該
当
す
る
箇
所
「
先
頃
御
次
に
今
度
雅
章
卿
へ
遣
は

し
候
ふ
愚
詠
御
覧
成
さ
る
べ
き
由
、
此
比
参
り
候
間
、
是
よ
り
遣
は
す
べ

く
申
す
を
幸
ひ
と
存
じ
、
廿
首
遣
は
し
候
。
内
合
点
の
分
書
き
付
け
、
御

目
に
懸
け
候
。
添
削
何
も
尤
も
成
る
儀
と
存
じ
候
」（
⑰
～
㉒
行
目
）
と

あ
る
。
つ
ま
り
、
飛
鳥
井
雅
章
か
ら
「
愚
詠
」
の
添
削
が
戻
っ
て
き
て
、

そ
の
添
削
内
容
を
付
し
て
池
田
綱
政
へ
遣
わ
し
た
「
廿
首
」
が
浅
野
綱
晟

詠
草
二
十
首
（
資
料
2
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
要
旨
⑷
の
該
当
箇
所
「
雅
章
卿
今
程
は
憚
り
に
て
之
有
る
べ

し
と
思
し
召
し
候
旨
、
左
様
と
相
見
、
愚
詠
も
早
々
合
点
候
ひ
て
給
ひ

候
。
其
頃
ま
で
に
有
紋
紫
革
の
事
申
し
遣
は
し
候
へ
ば
、
免
状
相
調
へ
ら

れ
候
」（
㉕
～
㉙
行
目
）
と
あ
る
。
こ
の
「
雅
章
卿
今
程
は
憚
り
に
て
之

有
る
べ
し
」
と
池
田
綱
政
が
指
摘
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
に
飛
鳥

井
雅
章
は
武
家
伝
奏
（
一
六
六
一
年
～
七
〇
年
）
を
つ
と
め
て
お
り
、
そ

の
こ
と
に
関
す
る
指
摘
と
も
考
え
ら
れ
る
（
橋
本
政
宣
氏
「
吉
田
家
の
諸
社
家

官
位
執
奏
運
動
」・『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
148
集
・
二
〇
〇
八
年
十
二

月
）。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
浅
野
綱
晟
が
所
持
す
る
「
有
紋
紫
革
」

の
免
状
は
寛
文
十
一
年
十
一
月
一
日
付
で
あ
る
の
で
、
結
局
は
免
状
申
請

の
こ
と
を
述
べ
て
い
た
こ
の
書
状
（
寛
文
十
年
十
一
月
廿
四
日
付
）
か
ら

一
年
近
く
経
過
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
愚
詠
も

早
々
合
点
候
ひ
て
給
ひ
候
」（
㉗
行
目
）
と
あ
る
浅
野
綱
晟
の
「
愚
詠
」

に
飛
鳥
井
雅
章
の
合
点
を
付
し
た
も
の
が
、
詠
草
五
十
三
首
（
資
料
4
）

と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
浅
野
綱
晟
書
状
（
資
料
3
）
㊲
「
た
え
や
ら

で
」（
落
葉
如
雨
）
の
和
歌
が
、
詠
草
五
十
三
首
（
資
料
4
）
の
和
歌
㉔

に
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
飛
鳥
井
雅
章
に
よ
る
和
歌
指
導
と
池
田
綱
政
の
定
数
歌

　

寛
文
十
年
前
後
の
飛
鳥
井
雅
章
は
、
従
一
位
権
大
納
言
で
武
家
伝
奏
も

兼
任
（
一
六
六
一
年
～
七
〇
年
）
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
京
・
江
戸

間
を
何
度
も
往
還
し
て
お
り
、
和
歌
に
お
い
て
は
明１

６
５
７暦

三
年
に
後
水
尾
院

よ
り
古
今
切
紙
伝
授
を
受
け
（『
古
今
集
御
講
尺
聞
書
』）、
後
水
尾
院
歌

壇
の
中
心
的
歌
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
飛
鳥
井
家
の

宗
匠
と
し
て
大
名
家
・
高
家
の
歌
鞠
門
弟
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
い
た
。

　

さ
て
、
先
の
浅
野
綱
晟
書
状
（
資
料
3
）
に
は
「
其
元
よ
り
御
詠
遣
は

さ
れ
候
間
、
合
点
候
ひ
て
参
り
候
は
ば
御
見
せ
成
さ
る
べ
き
由
、
忝
く
存
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《
表

2》
寛

文
十

年
前

後
詳

細
年

表
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じ
候
。
必
ず
一
覧
仕
り
た
く
存
じ
候
」（
㉒
～
㉕
行
目
）
と
あ
る
の
で
、

浅
野
綱
晟
が
見
た
が
っ
て
い
た
池
田
綱
政
の
詠
草
は
、
飛
鳥
井
雅
章
の
合

点
や
添
削
が
付
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

和
歌
の
添
削
資
料
そ
の
も
の
は
、
歌
書
の
清
書
段
階
で
破
棄
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
残
さ
れ
る
こ
と
が
稀
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
林
原

美
術
館
に
は
、
こ
の
時
期
（
寛
文
十
年
前
後
）
の
池
田
綱
政
の
詠
草
に
対

す
る
飛
鳥
井
雅
章
自
筆
の
添
削
資
料
や
、
そ
の
添
削
を
書
き
入
れ
た
池
田

綱
政
の
定
数
歌
が
数
種
類
存
在
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
池
田
綱
政
の
定
数

歌
が
浅
野
綱
晟
へ
贈
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
手
控
本
と
し
て
池

田
家
に
残
さ
れ
た
も
の
が
林
原
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

《
資
料
7
》
飛
鳥
井
雅
章
筆
三
十
七
首
添
削
【
書
跡275-4
。
横
長
紙
二
枚
、

右
端
一
箇
所
糸
綴
、14.3

×42.4cm

。
歌
題
「
春
立
け
ふ
の
」

～
「
庭
の
落
葉
を
―
」
の
添
削
】

《
資
料
8
》
池
田
綱
政
七
十
七
首
【
書
跡284-19-2

。
袋
綴
一
冊21.2
×

15.4cm

。
外
題
「
雅
章
卿
合
点 

庚
戌
季
春
孟
秋
両
度
七
拾
七

首
」。
前
半
の
三
十
七
首
（
冒
頭
「
庚
戌
春
合
点
、
歌
者
己
酉

孟
冬
及
臘
月
古
今
仮
名
題
」。
歌
題
「
春
た
つ
け
ふ
の
」
～
「
庭

の
落
葉
を
お
し
み
て
」）
の
合
点
・
書
き
入
れ
は
《
資
料
7
》

と
一
致
】

《
資
料
9
》
飛
鳥
井
雅
章
筆
百
首
添
削
【
書
跡275-1

。
折
状
四
枚33.1

×48.5cm

。
歌
題
「
年
内
立
春
」
～
「
片
恋
」
の
添
削
。《
図

版
1
》
は
一
枚
目
】

《
資
料
10
》
池
田
綱
政
病
中
吟
詠
百
首
【
書
跡284-19-1

。
袋
綴
一
冊

18.0

×15.9cm

。
外
題
「
雅
章
卿
辛
亥
合
点 

庚
戌
寛
文
十
年

中
百
首
病
中
歌
吟
」、内
題
「
百
首 

病
中
吟
詠
之
」。
歌
題
「
年

内
立
春
」
～
「
片
恋
」。
合
点
・
書
き
入
れ
は
《
資
料
9
》
と

一
致
。《
図
版
2
》
は
表
紙
と
冒
頭
】

　

こ
れ
ら
の
複
雑
な
成
立
過
程
や
関
連
資
料
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
詳

し
く
述
べ
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
ま
ず
池
田
綱
政
七
十
七
首
（
資
料

8
）の
奥
書
を
見
る
と
、そ
の
成
立
過
程
が
分
か
る
。以
下
は
釈
文
で
示
す
。

三み

十そ

路ぢ

あ
ま
り
七
つ
の
言
の
葉
は
、
戌
の
年
の
霞
立
ち
深
む
こ
ろ

都
に
遣
は
し
侍
り
け
る
を
、
公

お
ほ
や
けの

暇い
と
まな

く
し
て
東あ

づ
まの

旅
宿
の
す
さ

み
に
具
し
て
下
ら
れ
侍
り
ぬ
。
弥
生
の
末
つ
方
に
帰
り
給
ふ
頃
、

我
は
ま
た
東
の
勤つ

と

め
に
下
り
侍
る
に
、
駿
河
の
国
富
士
川
の
ほ
と

り
に
て
行
き
会
ひ
ぬ
。
雅
章
卿
よ
り
物
語
し
侍
ら
ん
こ
と
有
り
。

些い
さ
さか

の
ほ
ど
会
ひ
た
き
由
申
し
送
ら
れ
し
か
ば
、
や
が
て
い
は
ふ

ち
と
い
ふ
怪
怪あ

や

し
の
賤
屋
に
立
ち
寄
り
て
侍
り
け
る
に
、
と
ば
か

り
有
り
て
お
は
し
ぬ
。
こ
の
一
巻
を
取
り
出
で
給
ふ
。
あ
ら
ま
し
・

此
道
の
物
語
・
口
伝
へ
な
ど
し
給
ひ
て
、
立
ち
別
れ
ぬ
。
其
夕
べ
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清
見
潟
に
留と

ど

ま
り
給
ふ
由
聞
き
て
、
申
し
遣
は
し
け
る

　

別＼
一
段
優
美
ニ
聞
え
候

れ
行
く
名
残
り
思
へ
ば
清
見
潟
我
も
関
守
る
身
と
や
な
ら
ま
し

　
　
　

あ
く
る
つ
と
め
て
、
返
し
に

　

清
見
潟
心
を
と
め
て
名
残
思
ふ
人
の
言
葉
や
波
の
関
守

こ
こ
か
し
こ
目
に
触
れ
し
勝
景
を
詠
み
け
る
歌
も
多
く
合
点
を
加

へ
ら
れ
給
は
り
ぬ
。

同
じ
き
夏
遣つ

か

は
し
け
る
四よ

十そ

路ぢ

の
歌
は
、
心
地
例
な
ら
ず
侍
り
し

折
々
の
す
さ
み
に
書
き
集
め
侍
る
な
り
。
猶
人
の
見
る
目
を
か
り

侍
ら
ん
藻も

屑く
ず

に
も
あ
ら
ず
か
し
。
二
十
と
せ
余
り
合
点
を
給
は
り

し
歌
数
あ
ま
た
侍
れ
ど
も
、
同
じ
年
の
中
を
選え

り
集
め
て
、
こ
れ

に
は
記
し
ぬ
。

と
あ
り
、
池
田
綱
政
七
十
七
首
（
資
料
8
）
の
前
半
の
三
十
七
首
（
三
十

路
あ
ま
り
七
つ
の
言
の
葉
）
と
後
半
の
四
十
首
（
夏
遣
は
し
け
る
四
十
路

の
歌
）
の
両
方
の
成
立
事
情
が
奥
書
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
前
の
三
十
七
首
に
つ
い
て
は
、
寛
文
十
年
の
霞
が
深
ま
る
頃
に

飛
鳥
井
雅
章
へ
贈
り
届
け
、
三
月
末
に
江
戸
か
ら
都
へ
向
か
う
雅
章
と
、

岡
山
か
ら
江
戸
へ
向
か
う
綱
政
は
、
富
士
川
の
辺
で
行
き
会
い
、
そ
こ
で

綱
政
は
雅
章
か
ら
直
に
添
削
原
本
（
資
料
7
）
を
手
渡
さ
れ
る
。
そ
の
際

に
雅
章
は
「
あ
ら
ま
し
・
此
道
の
物
語
・
口
伝
へ
な
ど
」
を
語
り
、
綱
政

は
直
接
和
歌
の
指
導
を
受
け
、
そ
の
後
別
れ
た
と
い
う
。
次
い
で
後
の

四
十
首
は
、
夏
頃
病
中
に
詠
ん
だ
和
歌
か
ら
選
り
集
め
て
、
雅
章
に
遣
わ

し
た
も
の
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
綱
政
は
前
の
三
十
七
首
と
後
の
四
十
首
と
を
合
わ
せ
て

七
十
七
首
に
し
、
雅
章
の
添
削
内
容
（
資
料
7
な
ど
）
や
奥
書
を
書
き
加

え
る
こ
と
で
、完
結
し
た
一
つ
の
作
品（
資
料
8
）に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
自
身
の
詠
草
・
定
数
歌
に
対
し
て
飛
鳥
井
雅
章
の
添
削
や

自
身
に
よ
る
奥
書
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
に
見
せ
る
と
い
う
こ
と

を
前
提
に
作
ら
れ
た
歌
集
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
対
象
は
飛
鳥
井
雅

章
や
浅
野
綱
晟
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
作
る
き
っ
か
け
は
浅
野
綱
晟
か

ら
請
い
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
後
の
四
十
首
の
奥
書
に
は
「
二
十
と
せ
余
り
合
点
を
給
は
り
し

歌
、
数
あ
ま
た
侍
れ
ど
も
」
と
あ
る
の
で
、
寛
文
十
年
の
段
階
で
池
田
綱

政
（
33
歳
）
は
飛
鳥
井
雅
章
か
ら
二
十
年
余
り
も
和
歌
を
学
ん
で
き
た
と

い
う
こ
と
が
そ
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

　

次
に
、
池
田
綱
政
病
中
吟
詠
百
首
（
資
料
10
）
の
奥
書
（
引
用
は
釈

文
で
示
す
）
は
、

　
　

百
首
之
内
、
合
点
七
拾
三
首
、
内
褒
美
二
十
四
首
、

外
可
勝
可
聞
十
三
首

此
百も

も

草く
さ

は
、
庚

か
の
へ

戌
の
夏
卯
月
の
初
め
つ
方
よ
り
い
た
わ
る
こ
と
侍

り
し
心
地
の
年
、
う
ち
伏
し
が
ち
に
の
み
暮
ら
し
侍
る
に
、
こ
の
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《
図
版
1
》
飛
鳥
井
雅
章
筆
百
首
添
削
（
資
料
9
）
折
状 

一
枚
目　

《
図
版
2
》
池
田
綱
政
病
中
吟
詠
百
首
（
資
料
10
）
の
表
紙
と
冒
頭
部
分
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た
び
は
例
に
か
は
り
て
身
じ
ろ
き
も
心
に
任ま

か

せ
ず
、
身
柄が

ら

か
く
て

は
え
堪た

う
ま
じ
き
程
に
悩な

や

み
侍
り
け
る
。
さ
れ
ど
も
些い

さ
さか

ゆ
る
び

ぬ
る
暇ひ

ま

々
、
あ
ぢ
き
な
き
心
の
筋す

ぢ

を
里さ

と

び
た
る
言
の
葉
に
述
べ
、

は
か
な
き
筆
の
す
さ
み
に
書
き
連
ね
し
内
を
、
十と

を

づ
つ
十
の
数
に

選え

り
出
で
て
、
散
位
雅ま

さ

章あ
き
ら

卿
の
も
と
へ
贈
送
せ
し
も
の
也
。

　
　

 

永
ら
へ
ば
又
や
し
の
ば
む
百も

も

草く
さ

の
花
の
昔
を
思
ひ
出
で
て
も

と
あ
る
。
寛
文
十
年
四
月
初
め
池
田
綱
政
は
「
い
た
わ
る
こ
と
」
つ
ま
り

病
気
で
体
も
動
か
せ
な
い
ほ
ど
に
な
り
、
病
状
が
安
定
し
て
暇
な
と
き
に

詠
ん
だ
和
歌
の
中
か
ら
百
首
（
十
づ
つ
十
の
数
）
を
撰
び
出
し
、
飛
鳥
井

雅
章
に
添
削
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
そ
の
添
削
原
本
が
《
資
料
9
》
で

あ
り
（《
図
版
1
》
参
照
）、そ
の
添
削
結
果
が
奥
書
冒
頭
の
「
百
首
之
内
、

合
点
七
拾
三
首
、
内
褒
美
二
十
四
首
、
外
可
勝
可
聞
十
三
首
」
で
あ
る
。

ま
た
「
散
位
雅
章
卿
」
や
外
題
「
雅
章
卿
辛
亥
合
点
」（
図
版
2
）
と
あ

る
こ
と
か
ら
、こ
の
百
首
歌
（
資
料
10
）
の
成
立
は
寛
文
十
一
年
と
な
る
。

　

な
お
、
こ
の
時
の
池
田
綱
政
の
病
気
快
復
に
つ
い
て
は
浅
野
綱
晟
に
も

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
浅
野
綱
晟
書
状
（
資
料
3
）
に
「
夏
頃
よ
り
は
御
病

気
少
々
御
快
の
折
々
に
殺
生
に
も
御
出
で
成
さ
れ
候
や
、珍
重
に
存
じ
候
」

（
⑦
～
⑨
行
目
）、「
此
の
節
は
御
気
分
も
御
快
候
由
、
目
出
た
く
存
じ
候
」

（
㊷
～
㊸
行
目
）
と
あ
る
。
ま
た
、
池
田
綱
政
か
ら
病
気
快
復
の
折
の
狩

り
で
獲
れ
た
雁
な
ど
が
贈
ら
れ
（
⑨
～
⑫
行
目
）、
一
方
、
浅
野
綱
晟
が

「
御
痰
」
に
も
効
く
と
思
い
贈
っ
た
柿
は
風
味
よ
か
っ
た
と
池
田
綱
政
か

ら
伝
え
ら
れ
、浅
野
綱
晟
は
再
び
柿
を
贈
る
こ
と
に
し
た（
㊹
～
㊽
行
目
）。

こ
の
病
気
快
復
を
受
け
て
、「
御
詠
歌
共
弥
御
見
せ
成
さ
れ
下
さ
る
べ
く

候
」（
㊸
～
㊹
行
目
）
と
浅
野
綱
晟
は
池
田
綱
政
の
詠
歌
を
催
促
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
池
田
綱
政
病
中
吟
詠
百
首
（
資
料
10
、
図
版
2
）

も
先
の
池
田
綱
政
七
十
七
首
（
資
料
8
）
と
同
様
に
、
浅
野
綱
晟
の
催
促

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
贈
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
飛
鳥
井
雅
章
が
発
行
し
た
蹴
鞠
免
状

　

浅
野
綱
晟
書
状
（
資
料
3
）
に
は
、「
其
頃
ま
で
に
有
紋
紫
革
の
事
、

申
し
遣
は
し
候
へ
ば
、
免
状
相
調
へ
ら
れ
候
」（
㉗
～
㉙
行
目
）
と
あ
り
、

浅
野
綱
晟
の
蹴
鞠
免
状
（
有
紋
紫
革
）
申
請
の
こ
と
や
、
続
い
て
池
田
綱

政
の
足
痛
・
蹴
鞠
興
行
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
飛
鳥
井
雅
章
の
歌
鞠
門
弟
で
あ
る
池
田
綱
政
と
浅
野
綱
晟
の

蹴
鞠
免
状
取
得
の
比
較
を
行
っ
た
（《
表
3
》
参
照
）。
池
田
綱
政
の
免
状

は
「
蹴
鞠
免
状
之
次
第
」（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫R5-95-

5
、
平
成
27
年
度 

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
絵
図
展
「
京
都
と

岡
山
藩
」
図
録
）
に
拠
り
、浅
野
綱
晟
は
『
大
日
本
古
文
書 

家
わ
け
第
二
・

浅
野
家
文
書
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
に
拠
っ
て
い
る
。
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最
初
の
蹴
鞠
免
状
で
あ
る
「
紫
組
冠
懸
緒
」
を
、
池
田
綱
政
は
元
服
前

の
16
歳
で
取
得
し
て
お
り
、
一
方
、
浅
野
綱
晟
は
侍
従
・
弾
正
大
弼
と
な
っ

て
ま
も
な
く
の
33
歳
で
取
得
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
浅
野
綱
晟
は
池
田

綱
政
の
こ
と
を
「
兄
弟
子
」
と
し
て
頼
り
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
池
田
綱
政
七
十
七
首
（
資
料
8
）
の
後
の
四
十
首

の
奥
書
に
あ
っ
た
「
二
十
と
せ
余
り
合
点
を
給
は
り
し
」
と
い
う
記
載
に

も
合
致
す
る
。
つ
ま
り
、
池
田
綱
政
は
元
服
し
て
侍
従
と
な
っ
た
16
歳
の

前
か
ら
、
蹴
鞠
だ
け
で
は
な
く
和
歌
も
同
時
に
飛
鳥
井
雅
章
に
学
ん
で
い

た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
入
門
当
初
か
ら
「
歌
鞠
門
弟
」
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
家
柄
や
経
歴
が
似
た
二
人
の
間
で
免
状
取
得
年
齢
の

差
が
生
じ
た
の
か
。
そ
の
参
考
と
な
る
の
が
、
桑
山
浩
然
氏
「
飛
鳥
井
家

が
烏
帽
子
懸
緒
の
許
可
権
を
得
る
こ
と
」（
編
『
蹴
鞠
技
術
変
遷
の
研
究
』・

平
成
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
・
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
・
一
九
九
二
年
三
月
）
や
渡
邉
融
氏
「
近
世
蹴
鞠
道
飛
鳥
井
家
の
一

年
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
七
号
・
二
〇
〇
〇
年
三
月
三
十
一
日
）

の
指
摘
で
あ
る
。
渡
邉
融
氏
の
指
摘
部
分
を
引
用
す
る
と
、

…
通
例
で
は
、
大
名
や
高
家
が
従
四
位
下
侍
従
に
任
官
す
る
と
参

内
用
の
正
装
と
し
て
紫
組
冠
懸
緒
が
必
要
と
な
る
の
で
、
形
式
的

に
飛
鳥
井
家
と
門
弟
契
約
を
結
び
、
着
用
の
願
い
を
取
次
い
で
貰

《表３》蹴鞠免状取得の比較

池田綱政 浅野綱晟
（承応二年 1653.12.11、元服、従四位下、侍従） （寛文八年 1668.12.27、侍従、弾正大弼）
 ①紫組冠懸緒　承応二年三月五日 1653.03.05  ①紫組冠懸緒　寛文九年正月廿三日 1669.01.23
 ②紋紗之上 并絲紐　同 1653.03.05  ②紋紗上 并絲紐　寛文九年三月廿七日 1669.03.27
 ③紫下濃袴 并錦革鴨沓　同 1653.03.05  ③紫下濃袴 并鴨沓錦革　同 1669.03.27
 ④紫袴　寛文三年三月八日 1663.03.08  ④紫葛袴　寛文十一年三月十五日 1671.03.15
 ⑤三本松　同　同　十二日 1663.03.12
 ⑥十骨扇　同　四月十一日 1663.04.11
 ⑦八境之図　同　同 1663.04.11
 ⑧金紋紗上　同四年三月十八日 1664.03.18
 ⑨有紋紫革　同　九月廿九日 1664.09.29  ⑤有紋紫革　寛文十一年十一月朔日 1671.11.01

 ⑥松三本懸　寛文十二年閏六月廿八日 1672.06’.28
 ⑦鵝上　寛文十二年十二月十五日 1672.12.15

 ⑩一日晴袴 并緋裏　同十二月八日 1664.12.08
 ⑪朽葉色袴　同五年三月廿五日 1665.03.25
 ⑫無紋紫革　同　五月朔日 1665.05.01
 ⑬紫上　同七年八月廿三日 1667.08.23
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う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
礼
金
が
か
な

り
高
額
で
あ
り
、
武
家
に
と
っ
て
の
癪
の
種
に
な
っ
て
い
た
。

と
あ
る
。
つ
ま
り
、池
田
綱
政
と
浅
野
綱
晟
の
取
得
年
齢
の
差
は
、「
侍
従
」

と
な
っ
た
年
齢
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
浅
野
綱
晟
が
「
紫
組
冠
懸
緒
」
の
免
状
に
対
す
る
御
礼
を

行
っ
た
記
録
が
、
広
島
藩
浅
野
家
の
正
史
『
済
美
録
』（
引
用
は
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
写
真
帳
に
よ
る
。）
に
あ
る
。

　

た
だ
で
さ
え
侍
従
任
官
に
対
す
る
御
礼
の
出
費
が
か
な
り
か
さ
む
上

に
、「
紫
組
冠
懸
緒
」
の
使
用
許
可
の
御
礼
と
し
て
「
禁（

霊
元
天
皇
（

裏
御
所
へ
銀
五
枚
。

法（
後
水
尾
院
（

皇
御
所
・
本（

明
正
院
（院

御
所
・
新（

後
西
院
（院

御
所
・
女
院
御
所
・
女
御
様
へ
同
三
枚
宛
。

御
献
上
飛
鳥
井
大
納
言
雅
章
卿
へ
同
三
枚
被
進
、
雑
掌
へ
同
壱
枚
被
遣
」

（『
天
心
公
済
美
録
』
巻
八
）
と
あ
り
、
そ
の
う
え
蹴
鞠
免
状
の
御
礼
と
し

て
、「（
寛
文
九
年
正
月
）
同
十
二
日
飛
鳥
井
大
納
言
雅
章
卿
よ
り
蹴
鞠
為

御
門
弟
御
冠
掛
御
免
状
等
到
来
ニ
付
〈
割
注
省
略
〉
為
御
祝
儀
御
太
刀
金

馬
代
御
樽
者
一
荷
二
種
御
書
を
以
被
進
」（
同
上
）
と
あ
り
、
飛
鳥
井
雅

章
へ
太
刀
金
馬
代
（
大
判
一
枚
）、一
荷
二
種
（
酒
一
斗
樽
二
つ
と
肴
二
種
）

を
贈
っ
て
い
る
。

四
、
池
田
綱
政
の
自
筆
自
撰
家
集

　

林
原
美
術
館
が
所
蔵
す
る
池
田
綱
政
の
自
筆
自
撰
家
集
は
、
重
複
す
る

内
容
を
持
つ
草
稿
本
や
清
書
本
な
ど
も
含
め
二
十
冊
程
度
あ
り
、
い
ず
れ

も
編
年
で
あ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
浅
野
綱
晟
や
飛
鳥
井
雅
章
と
の

贈
答
歌
を
収
録
す
る
家
集
が
存
在
す
る
。
以
下
の
引
用
は
釈
文
で
示
す
。

《
資
料
11
》『
愚
吟
草 

甲
』【
書
跡295-3

。
綴
葉
装
一
冊
、20.3

×

14.9cm

】、
18
丁
オ
～
ウ

　
　
　
　

や
が
て
程
近
き
国
の
守
よ
り
春
の
歌
請こ

は
れ
し
ま
ま
書
き

　
　
　
　

付
け
て
遣
は
し
け
る
奥
に
詠
み
て
書
き
付
け
て
遣
し
け
る

 　

今
よ
り
は
寄
る
べ
と
ぞ
思
ふ
和
歌
の
浦
の
波
に
漂た

だ
よふ

沖
の
友
船

　
　
　
　

返
し　
　
　
　
　

綱つ
な

晟あ
き
ら

朝
臣

　

波
わ
く
る
沖
の
友
船
し
る
べ
せ
よ
和
歌
の
浦
は
に
孤
立
つ
身
を

　
　
　
　

同
じ
方か

た

よ
り
日
頃
詠
み
置
し
と
て
二
十
首
の
歌
枕
書
き

　
　
　
　

連
ね
て
給
は
り
し
に
、
詠
み
書
く
返
し
に
さ
し
添
へ
ぬ

　

う
ら
や
ま
し
和
歌
の
浦
人
数
々
の
拾ひ

ろ

ふ
か
ひ
有
る
玉
の
光
は

　
　
　
　

又
返
し　
　
　
　

綱つ
な

晟
朝
臣

　

和
歌
の
浦
や
君
が
言
葉
の
寄
る
波
を
か
ひ
あ
る
方か

た

と
猶
拾ひ

ろ

は
ま
し
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最
初
の
贈
答
歌
の
詞
書
に
「
程
近
き
国
の
守
よ
り
春
の
歌
請
は
れ
し
」

と
あ
る
の
は
、
浅
野
綱
晟
年
始
書
状
（
資
料
1
）
の
「
立
春
并
び
に
歳
暮

の
御
佳
作
も
候
や
と
承
り
た
く
存
じ
候
」（
⑩
～
⑫
行
目
）
に
一
致
す
る
。

次
い
で
詞
書
に
「
請
は
れ
し
ま
ま
書
き
付
け
て
遣
は
し
け
る
」
と
あ
る
の

で
、
池
田
綱
政
は
自
詠
の
「
春
の
歌
」（
春
題
）
ま
た
は
「
立
春
并
歳
暮
」

（
四
季
題
）
の
和
歌
を
浅
野
綱
晟
に
贈
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
第
二
章
《
表

2
》
詳
細
年
表
参
照
）。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、「
奥
に
」
と
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
詠
草
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
奥
書
に
書
き
付
け
た
「
今
よ
り
は
」
の
和
歌

（
訳
「
今
か
ら
は
頼
み
と
す
る
所
と
思
い
ま
す
。
和
歌
の
浦
の
波
に
漂
う
沖
の
友

船
を
―
―
和
歌
の
世
界
に
入
り
同
じ
師
（
雅
章
卿
）
に
共
に
学
ぶ
君
の
こ
と
を
」）
で
は
飛
鳥
井
雅
章
の

門
弟
と
し
て
共
に
和
歌
を
学
ぶ
「
友
船
」
と
浅
野
綱
晟
を
譬
え
、
そ
れ
を

受
け
て
浅
野
綱
晟
の
「
波
わ
く
る
」
の
和
歌
（
訳
「
和
歌
の
浦
の
波
を
押
し
分
け
進
む
沖

の
友
船
―
―
同
じ
師
（
雅
章
卿
）
に
共
に

和
歌
を
学
ぶ
君
よ
、
ど
う
か
導
い
て
く
だ
さ
い
。
和
歌

を
独
り
で
学
ん
で
お
り
ま
す
こ
の
我
が
身
の
こ
と
を
」
）
で
は
兄
弟
子
の
池
田
綱
政
に
導
い
て

く
れ
る
よ
う
頼
む
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
の
贈
答
歌
の
詞
書
に
「
同
じ
方
よ
り
日
頃
詠
み
置
き
し
と
て
二
十
首

の
歌
枕
書
き
連
ね
て
給
は
り
し
」
と
あ
る
の
は
、
浅
野
綱
晟
詠
草
二
十
首

（
資
料
2
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
二
十
首
を
受
け
取
っ
た
池
田
綱
政
は
、

「
詠
み
書
く
返
し
に
さ
し
添
へ
ぬ
」
と
あ
る
の
で
、
二
十
首
へ
の
返
事
に

「
う
ら
や
ま
し
」
の
和
歌
（
訳
「
う
ら
や
ま
し
い
も
の
で
す
。
和
歌
の
浦
人
が
拾
う
貝
―
―
和
歌
を
詠
ん

だ
君
が
た
く
さ
ん
頂
い
た
学
び
甲
斐
が
あ
る
玉
の
光
の
よ
う
な
雅
章
卿
の
合

点
と
い

う
の
は
」）
を
書
き
添
え
た
。
そ
の
和
歌
の
返
事
と
し
て
浅
野
綱
晟
が
詠
ん

だ
「
和
歌
の
浦
や
」
の
和
歌
（
訳
「
和
歌
の
浦
に
寄
せ
る
波
―
―
和
歌
に
つ
い
て
君
が
私
に
寄
せ
て

く
れ
る
言
葉
を
、
学
び
甲
斐
が
あ
る
も
の
と
思
い
、
い
っ
そ
う
頂
き

た
い
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
」

）
で
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
池
田
綱
政
の
和
歌
を
請
い
求
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
は
飛
鳥
井
雅
章
の
歌
鞠
門
弟
と
な
っ
て
一
、二
年
程
度

と
い
う
浅
野
綱
晟
の
贈
答
歌
で
あ
る
が
、
見
立
や
掛
詞
・
縁
語
な
ど
の
技

巧
が
使
わ
れ
て
お
り
、
和
歌
の
基
礎
力
を
有
し
て
い
る
の
で
、
歌
鞠
門
弟

と
な
る
以
前
か
ら
和
歌
を
学
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る（
第
五
章《
資

料
14
》
の
「
新
山
八
景
」
は
寛１

６
６
３文

三
年
の
詠
）。

　

そ
し
て
、
こ
の
《
資
料
11
》
の
贈
答
歌
は
、
先
の
池
田
家
旧
蔵
の
書
状

や
詠
草
（
資
料
1
～
6
）
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
別
の
機
会
に
詠
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
。
手
紙
や
原
本
と
し
て
は
確
認
で
き
な
い
が
、
二
人
の
間

で
何
度
も
和
歌
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

《
資
料
12
》『
愚
詠
下
書 

甲 

寛
文
十
年
庚
戌
、

同
十
一
年
辛
亥

』【
書
跡284-21-1

。
袋
綴
一
冊

18.7

×13.5cm

】、
28
丁
ウ

　
　
　
　

 

百
首
歌
を
人
の
請こ

ひ
し
に
遣
は
し
け
れ
ば
、
返
し
に
書
き
添
へ

て
来こ

し
侍
り
け
る

　

色
も
香か

も
又
た
ぐ
ひ
な
き
百も

も

草
の
花
は
い
か
な
る
種
や
ま
き
け
ん

　
　
　
　

又
異こ

と

草
を
遣
は
す
と
て
、「
色
も
香
も
」
と
い
ひ
し
歌
の
返
し

な
が
ら
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か
き
寄
す
る
浦
の
藻も

屑く
づ

も
取
り
上
げ
て
見
る
人
か
ら
に
か
い
も
こ
そ
あ

れ

　

最
初
の
詞
書
「
百
首
歌
」
お
よ
び
和
歌
「
色
も
香
も
又
た
ぐ
ひ
な
き
百

草
」
と
は
、
先
に
挙
げ
た
池
田
綱
政
病
中
吟
詠
百
首
（
資
料
10
）
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
百
首
歌
を
「
人
の
請
ひ
し
に
遣
は
し
け
れ
ば
」
と

あ
り
、
人
に
請
い
求
め
ら
れ
た
の
で
贈
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
「
人
」

と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
浅
野
綱
晟
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ

の
百
首
歌
の
御
礼
の
返
事
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
た
「
色
も
香
も
」
の
和

歌
（
訳
「
色
も
香
り
も
類
い
な
い
花
の
よ
う
な
君
の
百
首
歌
は
、

ど
の
よ
う
な
原
因
（
学
び
の
賜
物
）
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
）
で
は
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う

に
素
晴
ら
し
い
百
首
歌
が
詠
め
る
の
か
と
尋
ね
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、

和
歌
を
学
ぼ
う
と
す
る
そ
の
姿
勢
は
、
今
ま
で
の
資
料
に
登
場
す
る
浅
野

綱
晟
の
姿
と
重
な
る
。
ま
た
、
こ
の
「
色
も
香
も
」
の
和
歌
は
、
池
田
綱

政
病
中
吟
詠
百
首
（
資
料
10
）
の
巻
末
に
散
ら
し
書
き
に
さ
れ
て
い
た
和

歌
「
永
ら
へ
ば
又
や
し
の
ば
む
百
草
の
花
の
昔
を
思
ひ
出
で
て
も
」

（
訳
「
生
き
永
ら
え
る
と
再
び
懐
か
し
む
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。
こ
の
百
首
歌
を
詠
ん
だ
昔
を
思
い
出
し
て
も
」）
に
対
す
る
詠
歌
と
思
わ
れ
る
。

　

次
の
詞
書
に
「
異
草
を
遣
は
す
」
と
あ
る
の
で
、
池
田
綱
政
は
同
じ
人

物
に
別
の
詠
草
も
贈
り
、
先
の
「
色
も
香
も
」
の
返
歌
と
し
て
池
田
綱
政

が
詠
ん
だ
「
か
き
寄
す
る
」
の
和
歌
（
訳
「
掻
き
集
め
た
浦
の
藻
屑
―
―
書
き
集
め
た
私
の
詠

草
は
、
取
り
上
げ
て
見
て
く
れ
る
人
の
た
め
に
、
遣
り

甲
斐
が
あ
る

の
で
す
よ
」
）
で
は
、
見
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
遣
り
甲
斐
が
あ
る
の
だ
と

返
答
し
て
い
る
。
こ
の
「
人
」
と
の
一
連
の
や
り
取
り
は
、
先
に
挙
げ
た

「
和
歌
の
浦
の
波
に
漂
ふ
沖
の
友
船
」（
同
じ
師
に
共
に
和
歌
を
学
ぶ
同
士
）

で
あ
る
池
田
綱
政
と
浅
野
綱
晟
の
姿
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
《
資
料
12
》
の
贈
答
歌
は
、
寛１

６
７
１文

十
一
年
辛
亥
の
「
八
月

十
五
夜
」
以
降
「
八
月
の
末
つ
方
」
の
間
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

間
に
贈
答
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
寛

文
十
一
年
と
い
う
成
立
年
し
か
分
か
ら
な
か
っ
た
病
中
吟
詠
百
首
（
資
料

10
）
で
あ
っ
た
が
、
寛
文
十
一
年
八
月
前
半
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
池
田
綱
政
が
寛
文
十
年
秋
頃
に
百
首
歌
を

飛
鳥
井
雅
章
へ
贈
り
、
寛
文
十
一
年
に
入
っ
て
雅
章
か
ら
そ
の
添
削
（
資

料
9
）
が
届
け
ら
れ
、
八
月
前
半
に
は
病
中
吟
詠
百
首
（
資
料
10
）
は
出

来
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
広
島
在
中
の
浅
野
綱
晟

へ
贈
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
よ
っ
て
、
池
田
綱
政
が
百
首
歌
を

編
ん
で
雅
章
へ
届
け
て
か
ら
百
首
歌
を
こ
の
「
人
」
に
贈
る
ま
で
に
一
年

は
経
過
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
遅
延
は
、
浅
野
綱
晟
書
状

（
資
料
3
）
に
あ
っ
た
「
雅
章
卿
今
程
は
憚
り
に
て
之
有
る
べ
し
」（
㉕
～

㉖
行
目
）
と
池
田
綱
政
が
指
摘
し
て
い
た
こ
と
に
関
連
す
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

《
資
料
13
》『
愚
吟
草 

甲
』【
書
跡295-3

】、
27
丁
オ
～
ウ
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大
納
言
雅ま

さ

章あ
き
ら

卿
、
関
東
よ
り
帰か

へ

り
上の

ぼ

り
給
ふ
に
、
富
士
の
裾す

そ

に
て
行
き
会
い
、
し
ば
し
物
語
し
て
、
た
ち
別
れ
ぬ
。
そ
の
夕

べ
清
見
潟
に
留と

ど

ま
り
給
ふ
由
聞
き
て
申
し
遣
は
し
け
る

　

 

別＼
一
段
優
美
ニ
聞
え
候

行
く
名
残
思
へ
ば
清
見
潟
我
も
関
守
る
身
と
や
な
ら
ま
し

　
　
　
　

返
し　
　

雅ま
さ

章あ
き
ら

卿

　

清
見
潟
心
を
と
め
て
名
残
思
ふ
人
の
言
葉
や
波
の
関
守

　

こ
の
贈
答
歌
は
、
池
田
綱
政
七
十
七
首
（
資
料
8
）
の
奥
書
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
清
見
潟
に
い
る
雅
章
へ
贈
っ
た
と
い
う
綱
政

の
「
別
れ
行
く
」
の
和
歌
に
は
、
合
点
と
「
一
段
優
美
ニ
聞
え
候
」
と
い

う
雅
章
の
添
削
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
七
十
七
首
（
資
料
8
）
の

奥
書
に
「
こ
こ
か
し
こ
目
に
触
れ
し
勝
景
を
詠
み
け
る
歌
も
多
く
合
点
を

加
へ
ら
れ
給
は
り
ぬ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
綱
政
が
詠
ん
だ
勝
景
の
和
歌

と
共
に
添
削
が
加
え
ら
れ
綱
政
の
手
元
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
こ
の
雅
章
の
合
点
や
添
削
は
、
綱
政
が
自
身
の
家
集
に
採
録
す
る

際
に
も
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
浅
野
綱
晟
や
飛
鳥
井
雅
章
と
の
和
歌
に
関
す
る
交
流
の

一
連
の
出
来
事
は
、
池
田
綱
政
の
手
に
よ
っ
て
家
集
載
録
の
贈
答
歌
へ
と

文
学
性
の
高
い
も
の
に
昇
華
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
広
島
藩
浅
野
家
旧
蔵
の
綱
晟
詠
歌
資
料

　

こ
こ
で
、
広
島
藩
浅
野
家
側
の
関
連
資
料
を
示
し
て
お
く
。

《
資
料
14
》
綱
晟
公
御
詠
草
【
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
蔵
。
内

題
「
前
霜
臺
源
綱
晟
公
御
詠
艸
」。
十
四
・
五
丁
。
和
歌
一
行

書
。
全
百
十
一
首
。
卜
養
狂
歌
集
（
刊
本
・
う
ろ
こ
が
た
や

新
板
・
上
下
）・
人
麿
伝
記
（
写
本
）・
近
代
秀
歌
（
写
本
・

朱
書
入
）・
仙
洞
御
百
首
（
写
本
）・
綱
晟
公
御
詠
草
（
写
本
）

が
合
綴
。
表
紙21

×16cm

】（
以
下
の
釈
文
に
は
、
通
し
番

号001

～111

を
付
し
た
。
）

　
　
　
　

河
時
雨

　

024
定
め
な
き 

此
間
不
知 

し
る
飛
鳥
川
か
は
る
淵
瀬
に
時
雨
降
け
り

　
　
　
　

雨
後
冬
月

　

033
雨
は
る
る
軒
の
つ
ら
ら
の
玉
簾
さ
し
入
月
に
添
ふ
光
哉

　
　
　
　

寛
文
九
年 

試
筆
旧
臘
任
侍
従

　

052
君
が
代
の
恵
み
あ
ま
ね
く
立
春
の
光
に
あ
た
る
我
ぞ
嬉
し
き

　
　
　
　

歳
暮

　

065
学
び
え
ぬ
身
の
怠
を
思
ふ
に
も
名
残
多
か
る
年
の
暮
哉

　
　
　
　

落
葉
如
雨

　

076
絶
え
や
ら
で
雨
よ
り
繁
く
降
ま
ま
に
庭
は
紅
葉
の
淵
と
成
ぬ
る

　
　
　

新
山
八
景
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厳
嶋
春
霞

　

102
浦
遠
く
霞
に
込
め
て
春
の
色
は
顕
れ
に
け
り
厳
嶋
山

　
　
　
　

古
寺
晩
鐘

　

108
古
り
に
け
る
尾
長
の
松
に
風
す
ぎ
て
入
逢
の
声
を
送
る
夕
暮

　
　
　
　

広
城
夕
照

　

109
道
広
き
国
を
守
り
の
高
き
屋
に
入
り
日
の
影
や
猶
残
る
ら
ん

　

こ
の
『
綱
晟
公
御
詠
草
』
の
内
題
は
「
前0

霜
台
源
綱
晟
公
御
詠
艸
」（
霜

台
は
弾
正
台
の
唐
名
）
と
あ
り
、
024
番
歌
の
二
句
目
の
空
白
に
「
此
間
不

知
」
と
あ
る
の
で
、綱
晟
没
後
に
書
写
さ
れ
た
家
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
052
番
歌
は
綱
晟
が
侍
従
に
な
っ
た
翌
年
の
寛１
６
６
９文

九
年
正
月
に
詠

ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、102
～
109
「
新
山
八
景
」
と
い
う
一
連
の
和
歌
は
『
天

心
公
済
美
録
』
巻
七
・
寛１
６
６
３文

三
年
癸
卯
に
も
「
此
歳
月
日

穴

新
山
安
芸

郡

御
茶
屋

出
来
… 

公
、
八
景
を
詠
じ
給
へ
る
御
歌
と
て
笠
坊
立
岱
所
蔵

會
意
雑
得
録

」
と
し
て
収
録
さ

れ
て
お
り
、
飛
鳥
井
雅
章
の
歌
鞠
門
弟
に
な
る
以
前
の
詠
作
で
あ
る
。
し

か
も
、
全
て
の
和
歌
を
見
て
も
雅
章
の
合
点
や
添
削
も
一
切
付
さ
れ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
綱
晟
公
御
詠
草
』
は
編
年
で
は
な
く
、
浅
野
綱

晟
没
後
に
編
ま
れ
た
他
撰
家
集
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
先
に
挙
げ
た
池
田
家
旧
蔵
の
書
状
や
詠
草
資
料
に
お
い
て
浅
野

綱
晟
の
和
歌
は
百
首
程
度
判
明
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
浅
野
家
旧
蔵

の
『
綱
晟
公
御
詠
草
』
を
加
え
る
と
二
百
首
程
度
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
に
は
共
通
す
る
和
歌
が
存
在
す
る
（《
表
4
》
参
照
）。

　

た
と
え
ば
、
033
「
雨
は
る
る
」（
雨
後
冬
月

0

0

）
の
和
歌
は
、
綱
晟
詠
草

二
十
首
（
資
料
2
）
⑭
と
一
致
す
る
が
、
そ
の
和
歌
⑭
で
は
「
雨
後
月0

」

題
の
下
に
「
秋
の
題
ニ
つ
ら
ら
如
何
」
と
い
う
雅
章
の
添
削
が
朱
で
付
さ

れ
て
い
る
。「
雨
後
冬
月

0

0

」
と
「
雨
後
月0

」
の
歌
題
は
と
も
に
『
新
古
今
集
』

に
あ
る
題
で
、「
雨
後
月
」題
は
秋
上
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、「
秋

の
題
ニ
」
と
い
う
雅
章
の
指
摘
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
詠
草

二
十
首
（
資
料
2
）
の
秋
冬
の
季
節
の
並
び
順
か
ら
考
え
る
と
、
和
歌
⑭

《
資
料
1
》
⑰
お
よ
び

《
資
料
2
》
⑱
と
一
致

 065

歳
暮
「
学
ひ
え
ぬ
…
」

《
資
料
2
》
と
一
致  

 

②
＝022

薄
似
袖
、
⑤
＝056

山
家
月
、
⑦
＝036

雲
間
雁

 

⑩
＝073

終
日
翫
菊
、
⑫
＝021

寒
芦
、
⑭
＝033

雨
後
冬
月

 

⑰
＝058

窓
竹
、
⑱
＝065

歳
暮
、
⑳
＝053

祝

《
資
料
3
》
㊲
お
よ
び

《
資
料
4
》
㉔
と
一
致

 076

落
葉
如
雨
「
た
え
や
ら
て
…
」

《
資
料
4
》
と
一
致

 

㉑
＝079

擣
衣
、
㉔
＝076

落
葉
如
雨
、
㉟
＝061

寄
木
恋

 

㊾
＝011

菊
川
（
四
句
目
が
異
な
る
）

 

＊ 

○
番
号
＝
池
田
家
旧
蔵
詠
草
に
付
し
た
通
し
番
号
。

 

＊000

～111
＝
浅
野
家
文
庫
『
綱
晟
公
御
詠
草
』
に
付
し
た
通
し
番
号
。

《
表
４
》
池
田
家
旧
蔵
詠
草
資
料
と
『
綱
晟
公
御
詠
草
』(

資
料
14)

と
の
共
通
和
歌
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は
冬
題
で
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、こ
の
『
綱
晟
公
御
詠
草
』

に
よ
っ
て
「
雨
後
冬
月

0

0

」
題
で
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
雅
章
へ
提
出
す
る
際
に
「
冬0

（
月
）」
を
う
っ
か
り

誤
脱
し
て
書
写
し
た
結
果
の
添
削
内
容
で
あ
っ
た
。
浅
野
綱
晟
書
状
（
資

料
3
）
で
「
添
削
何
も
尤
も
成
る
儀
と
存
じ
候
」（
㉒
行
目
）
と
述
べ
て

い
た
が
、
詠
草
二
十
首
（
資
料
2
）
に
お
い
て
自
身
に
よ
る
誤
脱
と
雅
章

の
指
摘
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
掲
載
し
て
池
田
綱
政
へ
披
露
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
か
ら
も
、
浅
野
綱
晟
の
人
柄
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
綱
晟
公
御
詠
草
』
に
は
池
田
家
旧
蔵
の
詠
草
二
十
首

（
資
料
2
）や
詠
草
五
十
三
首（
資
料
4
）と
の
共
通
歌
は
十
三
首
あ
る
が
、

む
し
ろ
共
通
し
な
い
和
歌
の
ほ
う
が
多
い
。
つ
ま
り
、『
綱
晟
公
御
詠
草
』

は
浅
野
綱
晟
の
和
歌
を
全
て
残
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
以
外
に
も
和

歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
浅
野
綱
晟
は
、
池
田
綱
政
の
よ
う
に
日
頃
四
季
の

景
物
な
ど
の
題
で
詠
み
集
め
た
和
歌
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
和
歌
を
飛

鳥
井
雅
章
に
添
削
し
て
も
ら
い
、
そ
し
て
池
田
綱
政
へ
贈
る
た
め
自
詠
歌

に
合
点
と
添
削
を
あ
り
の
ま
ま
に
書
き
付
け
て
届
け
た
も
の
が
、《
資
料

2
》《
資
料
4
》
～
《
資
料
6
》
の
和
歌
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
浅
野
綱

晟
没
後
に
完
全
に
は
残
さ
れ
な
か
っ
た
一
部
の
和
歌
資
料
か
ら
他
撰
家
集

の
『
綱
晟
公
御
詠
草
』
が
編
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六
、
寛
文
十
二
年
、
交
流
最
後
の
記
録

　

寛１
６
７
２文

十
二
年
四
月
十
八
日
に
浅
野
光
晟
（
玄
徳
公
）
が
隠
居
し
、
綱
晟

は
藩
主
と
な
る
。
同
年
六
月
十
一
日
に
は
池
田
光
政
が
隠
居
し
、
綱
政
も

藩
主
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、二
人
の
和
歌
の
交
流
を
示
す
最
後
の
記
録
が
、

浅
野
家
の
正
史
『
天
心
公
済
美
録
』
巻
之
十
一
下
に
あ
る
。

（
寛
文
十
二
年
六
月
）
同
十
二
日
松
平
伊
予
守
綱
政
君 

備
前
国
主
御

居
城
岡
山 

御

家
督
ニ
付 

案
す
る
に
、
御
父
新
太
郎

少
将
光
政
君
御
隠
居
な
り
。 

為
御
祝
儀
太
判
壹
枚
被
進 

案
す
る
に
、
七
月
廿

一
に
綱
政
君
へ
の

御
書
案
に
、
御
状
令
拝
見
ニ
今
度
御
家
督
被　

仰
付
被
為
御
祝
儀
、
来
ル
廿
六
日
廿
七
日
廿
九
日
之
内
、
可
被

召
歌
之
旨
忝
存
候
、
廿
七
日
之
朝
以
来
可
得
御
意
之
云
々
と
あ
り
。
さ
れ
と
廿
七
日
御
座
な
さ
れ
し
事
見
る
処

な
き
故
、
爰
に
附

し
て
考
に
備
ふ
。

と
あ
り
、
家
督
を
継
い
だ
池
田
綱
政
に
対
し
て
浅
野
綱
晟
が
そ
の
御
祝
儀

と
し
て
「
大
判
一
枚
」（
十
両
）
を
贈
っ
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。

　

そ
の
割
書
に
お
い
て
「
綱
政
君
へ
の
御
書
案
」
つ
ま
り
浅
野
綱
晟
が
池

田
綱
政
へ
贈
っ
た
書
簡
の
案
の
一
部
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
歌

召
さ
る
べ
き
の
旨
、
忝
く
存
じ
候
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
人
は
藩

主
と
な
っ
て
も
和
歌
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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さ
い
ご
に

　

以
上
示
し
た
よ
う
に
、
寛１

６
６
８文

八
年
十
二
月
二
十
七
日
に
侍
従
に
任
官
さ

れ
、翌
一
月
に
飛
鳥
井
雅
章
か
ら
紫
組
冠
懸
緒
の
免
状
を
取
得
し
て
以
降
、

雅
章
の
歌
鞠
門
弟
と
な
っ
た
浅
野
綱
晟
は
、
寛１

６
６
９文

九
年
か
ら
兄
弟
子
の
池

田
綱
政
と
和
歌
の
交
流
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
和
歌
の
贈

答
や
添
削
和
歌
を
互
い
に
披
露
す
る
こ
と
で
、「
和
歌
の
浦
の
沖
の
友
船
」

と
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
っ
た
。
和
歌
の
交
流
を
始
め
て

か
ら
三
、四
年
後
の
寛１

６
７
２文

十
二
年
に
は
両
者
と
も
に
家
督
を
継
い
で
藩
主

と
な
っ
た
が
、
そ
の
交
流
は
続
い
て
い
た
。

　

し
か
し
、同
年
十
二
月
十
七
日
暁
よ
り
浅
野
綱
晟
は
江
戸
藩
邸
に
て「
御

頭
痛
強
く
御
熱
気
」（『
天
心
公
済
美
録
』
巻
之
十
一
下
）
と
な
り
、
翌

十
八
日
に
召
し
寄
せ
ら
れ
た
公
儀
医
師
の
塙
宗
悦
と
井
関
玄
説
か
ら
、
疱

瘡
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
診
断
が
下
さ
れ
る
。
塙
宗
悦
老
の
薬
で
治
療
を

続
け
ら
れ
た
が
、翌
一
月
二
日
の「
夕
七
半
時
過
ぎ
御
逝
去
遊
ば
さ
れ
」（
同

上
）、
享
年
37
歳
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
池
田
綱
政
と
浅
野
綱
晟
の
二
人
の
交
流
は
途
切
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
付
記
〉

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
九
月
一
六
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
林
原
美

術
館
の
資
料
と
岡
山
池
田
家
の
文
事
―
お
殿
様
と
王
朝
文
化
―
」（
共

催 

関
西
大
学
、
林
原
美
術
館
）
に
お
け
る
報
告
を
基
に
加
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
林
原
美
術
館
、

広
島
市
立
中
央
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
ご
厚
情
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
ふ
く
ど
め　

た
ま
み
／
本
学
非
常
勤
講
師
）


